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1) 拙稿，非鉄金属鉱業白資本蓄積と公害 1経済論叢」第118巻5.6号， 197，恒手1・12月，第
次大戦悼平見下における鉱山公害問題. 1経揖論叢」揮119巻1.2号 1977年， .2月
2) 拙稿. 1不変資本充用上の節約」の位置と構成経済論叢」第1!7巻5.6号， 1976年5.6月，






















3) 加藤邦興，公害論と技街論， 1現代と思想」第12号， 1973年， 96ベージ。
4) 生産力拡充」言I画については，原朗民の 連の研究を参問。さしあたり，資金統制と産業金




ある。J(K. Marx， Das Ka.卯tal，Bd， 1， SS. :'29-30，全集版， 637ベー ジ〉


























5) 三池製腕所「五 l年のあゆみJ1悶 4年， 252ミージ。
6) 傍点はヨ|用者，以下同様。
56 (182) 第 119巻搭3号














そ~の他石炭山 I349，1β5401 町件企"，1，31四8，15叫1引|μA 1川叶.85日5，1げ71怜企 101 2幻77，2剖13
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7) 山田久次郎第二次大戦中の拍車曲の統制，r三井金属静史論叢」第2号!日69年，90-99ペー ジ 9



















































58 (184) 第 119巻構3号
てし、る。
第2表神間鉱山営業費決算表
|採鉱費|選鉱費|製錬費!本所費!合計 1改修費 l 起業償却費
1933年上 274，63円4 103，80'円7 106，49同3 313，95円9 42，15円0 17円9 
下 288，000 105，口93 125，399 381，812 110.310 
1934年上 280，148 106，176 120，46 427，721 933，892 77，174 24，142 
下 302，ヲ37893085i1 l 1123836 
129，790 359，3911 904;398 70，5011 12，630， 
1935年上 284，3381 110，560 130，479 432，1口81957，457 33.087 
下 287，796¥ 115，342 129，191 93，454 
1936年上 253，8931 128，960 117，916 55，397 
下 357，5851 187，366 156，877 78.218 
1937年下上!| 34h957 187，3蝿 155，598 86，681 
436，6151 233，462 203，172 一2鼻m3汚息42B臨R職時時磨凶蜘点建8興持M事君臨護硲を狗滑41明る山j27m 開45100，443 138 下 552，1521 342，362 235，388 152 1939年上 561，460'， 367，483 283，923 178 













9) 三井鉱山「資料三池争議J19臼年， 1088ぺ ρ。




|純益金|増 i斌 l収益率 i配当事 1保留率
千円
2，95千7円 % 1ラ26 3多76 1935年上 20.5 
下 2，811 18.9 12 33 
1936年上 ム 6，471 20.2 12 37 
下 7，112 1，046 19.4 12 34 
1937年上 8，337 1，225 20.5 12 39 . 
下 8，355 18 20.5 12 38 
1938年上 8.597 242 19.1 12 40 
下 9，614 1，017 15.4 12 37 
1939年上 9.167 4込 447 14.7 12 15 
下 10.105 938 16.2 12 23 
194C年上 9，364 乙〉 741 18.0 12 30 
下 15.942 6.578 21.3 10 52 
1941年上 10，003 .6. 5，939 11.4 10 17 
下 11，191 1.188 12.8 10 19 
1942年上 11，515 324 11.5 10 18 
下 12.345 t:l30 12.3 10 17 















Lて第 1次増産計画 950t/日の出鉱， 1938年には 5番鉱床を主として第2次の
毎年増産計画が改められた。栃洞坑では，
1，400 t/日， 1939年には円山鉱床の開発を主に第3次の2，100t/円， 戦時増産と
して1940年には第4次の2，8日ot/日， 1943年には第5次の 3，100t/日， 1944年に
は指定拡充増産計画Eして3，400t/日がたてられた101。
かくて，栃洞坑の出鉱量は， 1935年の 208，615tから戦時最高時 1944年の
884，891 tへと， 9年間に，実に 4倍以上の増産をなしとげている。〔第4表〉神
岡鉱山は，戦時中，鉛生産では全国の約4分の 1を生産しているο(第5表〕
第4表 神岡鉱山採鉱産出高
ト栃洞坑 茂住坑 下ノ本坑品位 品位 品位 記事出鉱〔量t)(AgA叶iPbυ!|Zu 出鉱量 | H'，鉱量 Agtzt)|zn Ag! Pb!Zn (%)1(%) 
1935 208，615 581 1.0 35，1001 30 3.8 7.9 2，603 151 593 3.6 
1936 269，987 641 0.9 :l2，490 331 3.5 82 2，389 151 590 3.1 J1カ月分
1937 329，425 481 0.7 36，120 341 4.0 7.4 2，602 141 550 3.9 
1938 440，877 50 0.8 5.7 36，470， 301 3.8 7.1 2，616 141 585 4.5 
山月分|
1939 451，407 48 0.8 5.6 :lR，660 321 4.0 7.4 2，721 131 595 4.2 
1940 751，82 47 0.7 5.1 55，740 381 3.2 7.5 2，335 121 709 4.9 
1941 700，415 42 0.6 4.7 44，570 351 2.9 6.7 2，117 111728 4.6 
1942 729，810 44 0.7 4.7 5U)3R 4!i 3.0 7.1 1，551 101 887 6.2 
1943 850，532 43 0.7 68，680 45 2.8 7.6 733 91 922 7.5 
1!:)4 884，891 34 0.6 63，700 36 2.7 6.8 622 101，029 7.4 
1945 322，585 29 0.4 31.570 :l61 2.3 68 187 91 766 43 






















1936 5，055 S7.8 
1937 13，813 5，587 40.4 
1938 16，283 5，241 32.2 
1939 14，223 5，320 37.3 
1940 22，655 9，040 39.9 
1941 25，716 6，381 24.8 
1942 25，832 7，273 28.1 
1943 32，031 8，353 26.1 
1944 34，929 8，650 24.8 I 
1945 3，526 2，561 72.6 






























敗戦時には，神岡鉱山全体で， 5，924人のうち 3 日本人〈男〉が 2，011人，朝鮮














m 佐々 木享，神岡鉱山における倖虜労働. r三井金属修史論叢」第2号.1969年 87-88へ 九













1932 133 件 1.41 選 鉱 102 例エ 2% 2 塊鉱又は鉱車と漏|にはさむI68 
1933 116 1.21 飛 石 25 5 積込巾，金棒に釧ねらる 36 
1934 121 1.25 鉱車運搬 198 42 漏斗口又は鉱車より落石 55 
1935 179 1.63 電 車 3 1 鉱車D脱線 23 
1936 212 1.44 坑 井 18 4 ねんざ 1 
1937 301 1.49 機械取扱 18 4 土砂取中落石 7 
1938 298 1.45 讃 11 2 積込中舘直飛散 2 
1939 376 1.39 坑 木 12 3 鉱車追突 4 
1940 591 1.81 爆 薬 7 1 転 石 2 
古 釘 10 2 
留付枠組 5 1 
掘きく 8 2 
その他 55 11 





けておきた。 r特高月報J1943年 5月号は r国民動員計画による移入朝鮮人






























の子負虫， r東海文学」第51号， 1973年， 1回一1'6へージ，がある。
































66 (192) 第 119巻第3号































1935年上 l口3，544 0.065 0.148 996 17，500 0.080 0.162 227 121，044 1，223 
下 105，071 0.067 0.147 1，035 17，600 0.079 0.147 204 122，671 1，239 
1936年上 86，004 0.066 0.135 766 14，400 0081 0.152 177 121，947 1，142 21，5'.13 0.062 0.149 199 
下 105，265 0.061 0.149 957 18，060 0.082 0.165 244 180，522 1，652 57，197 0.054 0.146 451 
1937年上 15日28，197526 0.059 0.159 966 18，100， 0.07 0195， 261 179，228 1，663i 0.059 0.127 436 
下 103，81 65 0.060 0.144 897 18，020 0.075 0.201 272 187，027 1，629 65，142 0.057 0.124 
1938年上 105，397 0.055 0.136 18，OUO 0，075 0.201 271 234，927 1，777 111，530 0.058 0.111 
下 10185，328976  0.061 
0.134 
18，470 0.067 0.204 242，643 1，893 0.057 0.115 
1939年上 451，407 0.056 0.170 38，660 0.074 0.170 490，067 4，783 
1940年 751，820 0.051 0，160 6，l35! 55，740 0.075 0.16日 807，560 6，804 
1941年 700，415 0.047 0.110 3，621 44，570 0.067 0.110 744，985 3，949 
1942年 729，810 0.047 0.130 4，459 51，538 0.071 0.130 781，348 4，935 
1943年 日50，532，0.050 0.120 5，103 68，680 0.076 0.12日 513，106 5，729 
1944年 884，891 0.052 0.200 9，203 63，700 0口68 0.200 948，591 10，069 
1945年 322，585 0.041 0.210 2，777 31，570 。口6' 0.210 354，155 3，228 
ぐ出所)鉱炉」第7号摺3表，吉村論文(前稿〉その他より計算ー
個に増設される必安があったとされてし、る。








































































1 9 4 0年 4iiv伺;割i掘割E域防町村名 富喜総liT司iT4T品予割以
反 反 反 石
上新川郡
下タ村 23 23 23 23 17 13 
大沢野町 2，000 403 793 
，8304町α4.120 
2，000 405 7q5 8α〕 2，160 日目
大久保町 351 10 20 152 351 60 491 591 10 20 152 569 441 216 
新保村 1，569 35 82 304 1，348; 1，969 117 170 1，681 1，969 35 82 204 1，548 788 217 
婦負郡
熊野村 628 43 242 141 200 300 3，000 628 45 242 141 2日O 292 152 
宮川村 834 234 120 240 220 2，446 2，446 834 254 120 240 220 1，001 164 
杉原村 2，124 137 87 100 1，800 1，230 1，250 2.1?'4 137 R7 100 1，800 389 206 
八幡村 133 133 133 133 40 31 
長岡村 20 7 12 21 40 40 40 7 12 21 12 45 
婦中町 1，540 300 260 402 370 134 134 1，340 3日O 26R 402 370 1，244 235 
宮山市
神 明 1，50C 1，5C日
金 屋 1，OO(l "航。
計 9，642 781 1，231 2，169 3，461 13，310 117 230 9，043 12，141 781 1，251 2，169 7，961 6，484 1，779 
第 8表
「イタイイタイ病裁判」第4巻， 377-379ベ一山合計が一致しない部分がある.(出所)





















































31) 西村敏雄，神岡に於ける鉛 亜鉛製錬の研究並に創業に就いて〔揖)， r日本鉱業会誌J741号
195C牛， 1ベージ。
32) 主井金属鉱業「神岡甑山写真史J136ベ ジ。






生時)医慨l廃物喜一)生産量rLI実収(，率~I 廃物量くの 生産〈量~)\実収(%率;1 廃物(量kg) 
1943年 8，288 26.0 23，589 2，59Y 69.9 1，119 
1944年 13，107 24.4 40，610 6，407 78.0 1.807 10.480 19.7 42，718 
1945年 3.537 24.8 10.725 1，203 5<.4 893 1，750 10.3 15，240 
(出所鉱炉」第10号.60ベ ヅより計草.
第10表に鉛製錬関係の実収率と推定廃物 第凶表鉛・廃物量推定表
量を示す。鉛製錬の実収率が低下し，生 年 i生産量 襲撃実 廃時
l 行収率ラ ー?行)
産量が増大したので，廃物化した鉛が増 6.895 I 90.7 I 707 















74 (200) 第 119巻 第3号
崎有信氏が「亜硫酸ガ旦説」をつぎのようにのべられているので，検討してお
きたい。
. . . . . . . . . . . . . .....'・・・・・・..唱・・.. . 
「神通川の水に Cdが流れ込んだ原因は，神岡鉱業所の排水処理の不完全なことよ
~ .. . .. .・.. . . .  . . . 
りも，亜硫酸ノfスの影響を重視したいのである。昭和2'年まで使用古れていた古い堆
積場の近〈に煙突があって，現在は出ていないが過去には鉛及びE鉛鉱を陪焼したと
舎の 50，が出ていたのであるn 廃津からは風化によってもある程度の Znや Cdは
溶出するのであるが，それに 50，の作用が加われば当然溶出量が大いにふえる。 50，















のよりも，浮遊徴粒子 (5.5.)が多し、問。 したがって， 「神通川!の水に Cdが
流れ込んだ原因は，神岡鉱業所の排水処理の不完全なことよりも， 亜硫酸ガス
の影響」 とされるのは事実とくいちがう。
34) 石崎有信，いわゆるイタイイタイ摘について， 「日揮誌J第24巻第1号， 1969年4月， 39ベ
35) 四手井網実. r公害研究」第5巻第2号.1975年， 26へ-0/0
36) 利根川li告先極巷卒雄，畑明郎..禽知三夫，イタイイタイ病裁判阪の神岡龍山における尭生源
対策(下). r公害研究」第5巻第3号， 1975年， 22へ一三人




































同家によ η て強制されたものであって，三井資木に責任はないと強調Lている U
だがしかし.侵略戦争をおしすすめた国家の政策自体に，三井もふくめた財
閥資本が深くかかわっており，それゆえ，戦後，財閥解体がおこなわれたこと
は周知の事実であり，本稿があきらかにしたように，増産を強行されたといっ
ても，できるだけ資本の運動法則にかなうかたちで資本蓄積をおこない，戦時
下という条件を利用して，外国人労働者の消耗，公害のたれながしなど，平常
時ならば，資本蓄積の条件として利用しえたいことを資本蓄積のてこに使い，
強蓄積と集中をおしすすめていったのであるo
たしかに，戦争末期の戦時乱掘の被害は，三井の資本蓄積に一定の障害とな
り，戦後の立直りを困難にしたが，これは一時的なものであり，しかも国家的
支援をうけて回復しているのである。
〔付記〕 本稿作製にあたり，京都大学金属公害研究グル プの方々に，御援助をう
けた。記し亡感謝するしだい官ある。
